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＜新規課題採択方針＞ 

ＨＩＶ・ＡＩＤＳに関する①臨床医学、②基礎医学、③社会医学の分野において新規課題

を公募する。   

 

研究費の規模：１課題当たり 

    一般公募型   20,000千円 ～ 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

若手育成型     8,000千円 ～ 15,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

研究期間：１～３年 

 

新規採択予定課題数：合計１２課題程度、うち「若手育成型」については合計５課題程度 

 

若手育成型の応募対象： 

平成22年４月１日現在で満39歳以下の者（昭和45年４月２日以降に生まれた者） 

※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

※満年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算する

ことができる。 

 

＜公募研究課題＞ 

【一般公募型】 

（ア） 臨床医学のうち次に掲げるもの  

① ＨＩＶ感染症の治療薬の使用方法と治療効果、新規治療戦略に関する研究 

（２２１９０１０１）

    ＨＩＶ感染症治療薬の使用方法に関して、その治療効果、副作用、費用等について検 

   討を行い、新規治療戦略の確立に資する研究であること。 

 

② 薬剤耐性ＨＩＶの動向把握、発症機序と治療方法に関する研究  （２２１９０２０１） 

薬剤耐性ＨＩＶに対する疫学調査、又は治療方法の確立等に資する研究であること。 

 

③ ＨＩＶ感染症の合併症克服に関する研究、長期予後に関する研究（２２１９０３０１） 

長期療養に伴う医学的障害、エイズによる日和見感染症等の合併症、ＨＩＶ感染症によ

る悪性腫瘍等の合併症、血友病患者のＣ型肝炎対策等に資する研究を優先的に採択する。 

 

④ 漢方等を利用した、ＨＩＶ感染症とその合併症及びＱＯＬ改善に関する研究 

（２２１９０４０１） 

   漢方等を利用して免疫機能の改善を図り、ＨＩＶ・ＡＩＤＳ患者に対する治療効果を検

証し、ＱＯＬの改善の可能性を検討する研究であること。 

 

⑤  ＨＩＶの外来診療のあり方に関する研究             （２２１９０５０１） 

ＨＩＶ・エイズ患者の外来診療を行う際の問題点と今後の対策に資する研究であること。

都市部と地方での違いを明確にした上で研究を推進することが望ましい。 

 

（イ）基礎医学研究のうち次に掲げるもの 

  ① ＨＩＶの構造、増殖、変異に関する研究           （２２１９０６０１） 

科学的にＨＩＶ感染の拡大を防ぐために、ＨＩＶの構造を解析し、増殖や変異に関する


